
成
田
で
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か

駿河台の講義を

Feb.●2

平
成
14
年
度
の
講
座
は
、
昨
年
と
同
様
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
制
が
導
入
さ
れ
、
受
講
生
が
「
参

加
す
る
」
講
義
を
目
指
し
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
の
話
し
合
い
の
時
間
や
、
受
講
生
の
発
表

の
場
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
各
課
程
の
テ
ー
マ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
…
明
治
大
学
の
教
授
陣
の
中
で

選
ば
れ
た
主
た
る
担
当
教
授
で
す
。
年
間
テ
ー
マ
に
対
す

る
学
習
到
達
目
標
の
設
定
や
、
そ
の
目
標
に
向
け
て
の
調

整
を
行
い
ま
す
。

■
国
際
社
会
課
程

「
Ｉ
Ｔ
で
変
わ
る
わ
た
し
た
ち
の
生
活
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
　

阪
井
和
男（
法
学
部
教
授
）

Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）革
命
に
か
か
わ
る
テ
ー

マ
を
取
り
あ
げ
ま
す
。
昨
年
度
よ
り
一
歩
進
ん
だ

内
容
で
、
Ｉ
Ｔ
が
わ
た
し
た
ち
の
生
活
と
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
く
の
か
、
多
彩
な
講
師
陣
と
共
に
学

び
、
多
角
的
な
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。（
パ

ソ
コ
ン
研
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
地
域
社
会
課
程

「
地
域
で
進
め
る
社
会
と
福
祉
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
岩
内
亮
一（
経
営
学
部
教
授
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

穴
田
義
孝（
政
治
経
済
学
部
授
）

少
子
高
齢
化
時
代
の
下
で
地
域
社
会
の
あ
り
方

（
国
際
社
会
を
含
む
）
や
福
祉
問
題
を
探
り
、
さ

ら
に
楽
し
く
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
受
講
生
と
の
交
流
を
中
心

と
し
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
授
業
を
取
り
入
れ
て
、

参
加
す
る
学
習
を
目
指
し
ま
す
。

■
緑
地
環
境
課
程

「
身
近
な
環
境
・
身
近
な
自
然
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
　

輿
水

肇（
農
学
部
教
授
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
　

山
下
義
幸（
農
学
部
教
授
）

近
郊
の
里
山
を
取
り
上
げ
、
そ
の
自
然
環
境
の

特
徴
を
把
握
し
、
都
市
生
活
と
の
か
か
わ
り
か
ら

緑
の
意
義
と
保
全
の
方
策
を
考
え
、
う
る
お
い
の

あ
る
快
適
な
環
境
の
実
現
を
目
指
す
方
法
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
唯
一
実
習
が
あ
る
課
程
で
、
市
民

農
園
を
利
用
し
て
野
菜
を
作
り
ま
す
。（「
キ
ュ
ウ

リ
」と「
サ
ツ
マ
イ
モ
」を
予
定
）

受
講
生
の
募
集
は
３
月
１
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

各
課
程
の
開
催
日
時
や
受

講
料
・
募
集
方
法
に
つ
い

て
は
、
広
報
な
り
た
３
月

１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

受講生募集は3月1日（金）から

５
月
か
ら
開
講
す
る
明
治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学
。

６
年
目
を
迎
え
る
今
回
は
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

し
か
も
”気
軽
に
楽
し
く
“受
講
で
き
る
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
生
活
に
”学
ぶ
楽
し
さ
“を
加
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

駿河台の講義を
成
田
で
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か

明治大学・成田社会人大学

過去に受講した課程の申し込みも可能に（会場となる市役所6階の大会議室で）

各
課
程
の
テ
ー
マ

受
講
生
の
募
集
は
３
月
１
日
か
ら

※
く
わ
し
く
は
生
涯
学

習
課
（
1
20
‐
１
５
８

３
）へ
。

大根の種まき実習
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こ
の
講
座
は
、
市
役
所
で
開
か
れ
る
年

10
回
の
講
義
の
ほ
か
に
も
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
、
受
講
生
に
よ
る
「
学
習
成
果

発
表
会
」、
緑
地
環
境
課
程
で
の
実
習
な

ど
、
受
講
生
同
士
が
交
流
を
深
め
る
機
会

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

３
課
程
合
同
で
神
田
駿
河
台
に
あ
る
明

治
大
学
を
訪
問
し
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
図
書
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
最
新
の

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
本
の
検
索
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
企
画
と
し
て
、
各
課
程
の
代

表
者
が
１
年
間
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ま

し
た
。
当
日
は
一
般
公
開
と
し
、
受
講
生

以
外
に
も
参
加
者
を
募
り
、
多
く
の
み
な

さ
ん
に
発
表
を
聞
い
て
い
た
だ
き
し
た
。

十
余
三
の
市
民
農
園
で
、「
大
根
」
と

「
春
菊
」
を
栽
培
し
ま
し
た
。
で
き
た
大
根

は
「
ビ
ー
ル
漬
け
」「
焼
酎
漬
け
」
な
ど
に

加
工
し
て
、

受
講
生
で
試

食
し
ま
し
た
。

─────13年度の講座より─────

見学会や発表会など多彩に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

心
は
”現
役
明
大
生
“（
明
治
大
学
図
書
館
で
）

受
講
生
に
よ
る
学
習
成
果
発
表
会

緑
地
環
境
課
程
の
実
習

「
シ
ル
バ
ー
世
代
の
Ｉ
Ｔ
革
命
」
を
テ
ー
マ
に
発
表

す
る
代
表
者

漬物名人に近づき
ました（緑地環境課
程での実習）

今
回
は
13
年
度
各
課
程
の
修
了
生
よ
り
黒
岩
恵

子
さ
ん（
国
際
社
会
課
程
）・
秋
山
行
宏
さ
ん（
地

域
社
会
課
程
）・
村
上
勇
一
さ
ん（
緑
地
環
境
課

程
）に
、
講
座
を
振
り
返
っ
て
感
想
を
伺
っ
て
み

ま
し
た
。

黒岩恵子さん
（中台）
国際社会課程

秋山行宏さん
（押畑）
地域社会課程

「
Ｉ
Ｔ
革
命
を
理
解
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
世

の
中
が
ど
う
変
わ
っ
て
ゆ
く
の
か
を
、
具
体
的
な

事
例
と
共
に
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
機
械
化
を
進
め
る
と
後
戻
り
で
き
な
く
な
る
」

と
い
う
講
師
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。
便
利
に

は
な
り
ま
す
が
、
い
い
こ
と
ず
く
め
で
は
な
い
こ

と
も
再
認
識
で
す
。
新
鮮
な
題
材
で
楽
し
く
学

べ
、
い
っ
そ
う
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

村上勇一さん
（幸町）
緑地環境課程

家
庭
菜
園
や
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
こ
の
講

座
に
参
加
し
ま
し
た
。
成
田
市
で
は
、
都
市
、

緑
化
、
住
宅
、
景
観
、
環
境
な
ど
が
基
本
計
画

に
基
づ
き
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
良

か
っ
た
で
す
。
実
習
で
習
っ
た
ミ
カ
ン
の
接
ぎ

木
。
春
に
芽
が
伸
び
て
き
た
ら
、
別
の
種
類
の

木
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
す
。

山田雄一
明治大学学長

毎
年
、
薫
風
か
お
る
５
月
に
成
田
で
始
ま
る
「
明

治
大
学
・
成
田
社
会
人
大
学
」。
本
年
も
開
講
で
き

る
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

１
９
９
７
年
に
成
田
市
と
明
治
大
学
が
共
同
で

開
講
し
た
同
社
会
人
大
学
は
、
本
年
で
６
回
目
を

迎
え
、
修
了
者
は
過
去
５
年
間
で
延
べ
７
０
０
人

に
な
り
ま
し
た
。

「
国
際
社
会
課
程
」、「
地
域
社
会
課
程
」、「
緑
地

環
境
課
程
」
の
３
課
程
か
ら
な
る
講
座
を
、
明
治

大
学
の
各
分
野
の
第
一
人
者
が
担
当
し
ま
す
。
土

曜
日
の
午
前
、
ま
た
は
午
後
の
ひ
と
と
き
を
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
風
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
豊
か

な
教
養
を
身
に
付
け
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
受
講

さ
れ
る
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

「
住
み
た
い
ま
ち
成
田
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
税
金
・
予
算
・
選
挙
な
ど
の
基
本
的
な

仕
組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
討
議
を
す
る
時
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、

空
港
、
農
村
、
住
宅
街
、
門
前
町
が
混
在
す
る
成

田
の
将
来
に
つ
い
て
、
講
師
と
も
う
少
し
掘
り

下
げ
た
意
見
交
換
を
し
た
か
っ
た
で
す
ね
。
こ

と
し
の
講
座
も
受
講
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。


